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第 48 話主⼈公 藤⽥直樹 
（筑波⼤学 社会・国際学群 国際総合学類 ⽩川（直）研究室『川と⼈』ゼミ） 

 
（□川ガール・■川系男⼦） 

（出⾝地を流れる川︓兵庫県武庫川） 

「⾃然と触れ合える場所」 
いつのこと︖︓ ⼩学⽣のころから⾼校⽣まで 
どこの川︖︓ 武庫川 

 
 
兵庫県の南東、⻄宮市と尼崎市の境に武庫川が流れ

ている。武庫川は普段は⽔位もそれほど⾼くなく、穏やかな
川であるが、⼤⾬などで増⽔すると荒々しい姿となるときも
ある。⻄宮市に流れている部分は武庫川の中でも下流域
で川幅が⽐較的広く河川敷でサッカー、野球、ジョギング、
サイクリングなどが盛んにおこなわれている。休⽇に河川敷に
出るとサッカーや野球をしているクラブチームの少年をよく⾒
かける。 
 
 

図１武庫川の河川敷  引⽤︓https://yuruyurunoririn.net/2016/04/25/post-194/  
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JRRN 会員寄稿 (1)  JRRN Member Contribution 

あの日のあの川 リレー日記 ～第 48 話～ 

あの日のあの川 
リレーDiary 

みなさんはどこの川でどんなことをした記憶がありますか？幼少期や青春時代に体験した川での記憶

を日記として掘り起こして語るコーナーです．リレー形式で毎回次の人にバトンをつなぎます． 
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私が⼩学校から⾼校までで武庫川で過ごした思い出を思い出しながら書いていこうと思う。 
 

私は⽣まれてから⾼校⽣までずっと⻄宮に住んでいたので武庫川というのはそれ
なりになじみがあり、幼いときは広⼤な川というイメージが強かった。⼩学⽣の時は⽗
親や弟と⼀緒に⾃転⾞で武庫川まで⾏き、⼩さいエビ（ミナミヌマエビのような）な
どを捕まえて遊んだことを今でも覚えている。⾃分では⾍網でエビをなかなか捕まえら
れなかったが、⽗親が何匹も容易に捕まえていたので妙に尊敬のまなざしで⾒てい
たような気がする。ただ、⼩学校から中学 2 年⽣までの間は校区外で家から少し距
離があったため⼀⼈で訪れることはほとんどなかったと思う。 

 
                                                      図 2 ミナミヌマエビ 

引⽤︓https://loki-life.com/shrimp-breeding/ 
 

中学 3 年⽣の時に市内のなかで新居へと引越しした。新しい家から武庫川までは⾃転⾞で数分で⾏ける距離だったので、
中学３年からは武庫川に⾏く機会が⼀気に増えた。中学 3 年⽣の時はよく勉強の気晴らしで⾃転⾞に乗ってサイクリングをし
たり、川辺で⽔切りをしたりしていた。それなりの都会で⽣活している中で⾃然と触れ合う機会はあまりなかったが、武庫川に⾏
くことで⾝近に⾃然を感じることができて楽しかった。⾼校に上がってからは⾃転⾞で移動する範囲も広がり、家から上流や河
⼝までサイクリングロードが続いているとかまでサイクリングしたりした。また⾼校⽣のときは武庫川で学校の耐寒マラソン⼤会が
あり河川敷を 10 キロも⾛らされたこともある。 

 
⼤学に⼊って、帰省した時に武庫川を訪れてみた。すると⽔かさが増したのか、川の流れが変わったのか、以前よく⽔切りを

していた場所までに川が流れ⽔切りができなくなっていた。⾃分がよく遊んだなじみの場所が⽔に埋もれて渡れなくなっていた
（中州になっていた）ことに少しさびしさを覚えたが、時が⽴ったことと川の姿も時々で変わっていくことを感じた瞬間だった。川
の姿その時々で様相を変えていくが、武庫川がこれからも⼈々の憩いの場であり続ければいいなと思った。今度実家に帰ること
があれば晴れた⽇にゆっくりと武庫川をサイクリングしたいと思う。 

 

 
図３⾼校⽣の時に武庫川で撮った画像   撮影︓2016 年 1 ⽉ 

 
（次は官尋さんにバトンを託します） 


